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１． はじめに 

2020 年 7 月に公衆音声サービスが終了す

ることが発表され，PHS を院内のコミュ

ニケーションツールとして使用している

病院では，代替システムの検討が急務と

なっている．また，近年，スマートフォ

ン（以下，スマホ）を院内通信ツールと

して活用した取り組みがみられるように

なってきたが，Wi-Fi などの通信方式で

は電波干渉やセキュリティの課題が指摘

されており，これらの課題解決策として，

次世代 PHS 通信方式である「sXGP（shared 

eXtended Global Platform）」がある。 

２． sXGP とは何か 

sXGPとは，従来PHSが利用していた1.9 

GHz の周波数帯に携帯電話で豊富な実績

をもつ TD-LTE 方式を採用した，自営無線

方式の簡便さと LTE 方式の汎用性を併せ

もつ新技術である．1.9 GHz 帯はわが国

や海外で広く使われている LTE の国際バ

ンド「Band39」に包含されるため，この

国際規格に準拠して Band39 に対応した

スマホやデータ通信端末を，手を加える

ことなくそのまま活用しようというコン

セプトで，2017 年 10 月に技術仕様が規

格化された。さらに，sXGP で利用する 1.9 

GHz 帯はアンライセンスバンド（免許不

要の周波数帯）であるため，対応した LTE

無線基地局を設置すれば，Wi-Fi のよう

な手軽さで自営 LTE の環境を構築できる

ことから，自営内線電話や IoT 分野のワ

イヤレス接続に有効な通信方式とされて

いる。 

３． 医療分野における sXGP の有効性 

sXGP は，病院の通信環境や電波環境の

課題を解決できる特徴をもっている。こ

こでは，医療現場に導入する主な 4 つの

メリットについて述べる 

3-1 医療機器に与える影響が少な

い 

病院内のスマホ利用で最も懸念され

ることは，電波が医療機器へ与える影

響であり，PHS が広く医療機関に普及

したのは，送信出力が低く医療機器へ

の影響が少ないためである．実際の送

信出力を比較すると，PHS の基地局が

最大 80 mW，PHS 端末が最大 80 mW であ

るのに対し，一般的なスマホの最大出

力は 200 mW となっている． 

sXGP の最大出力は，基地局が 100 mW，

スマホが 100 mW と，一般のスマホより

低出力となっているが，医療機器に与

える影響をより客観的に評価するため，

弊社では，埼玉医科大学と共同で，sXGP

による医療機器への影響調査を実施し，

PHSと同等の安全性を確認した（後述）．

調査概要については，後に詳細にレ

ポートしているので，導入に当たって

の参考にしていただきたい 

3-2 カスタマイズ可能な自営 LTE 

1）災害に強いシステムの構築が可能 

医療機関で要望の多い自社運用（オ

ンプレミス）が可能であるため，停電

や災害時に公衆回線を利用できなく

なった場合でも，院内の装置自体に故

障や停電がない限りは通信に影響を受
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けない。また，病院内では電波が弱く

携帯電話がつながらない場所が存在す

ることがあるが，sXGP では自ら基地局

を設置することで，院内どこでも通話

が可能な環境を構築することができる。 

2）収容効率と通信速度の向上 

弊社が採用しているアクセスポイン

トは，PHS との比較で，次のように収容

効率や通信速度が格段に上がっている

ことから，通話だけではなく，幅広い

データ利用が可能である． 

・アンテナ毎の同時接続数：3台→16

台 

・速度（上り）32 kbps→4 Mbps 

・速度（下り）32 kbps→12 Mbps 

3）情報システム連携 

TD-LTE（Band39）に対応したスマホ

を利用でき，その特徴を活かして，ナー

スコールなどの既存システムと高度な

連携が可能である． 

3-3 通信の安全性 

Wi-Fi 通信では，傍受の危険性やセ

キュリティの脆弱性に常に対策とメイ

ンテナンスが必要となるが，sXGP の場

合はキャリアグレードの強固な認証方

式を採用しているため，高セキュリ

ティなネットワークを構築することが

可能である．また，PHS と同じ周波数帯

のため，院内で乱立する Wi-Fi 干渉対

策および代替手段として効果的である． 

3-4 データ/IoT 利用への拡張性 

無線ネットワーク方式として世界で

標準である LTE 方式を採用しており，

PHS の置き換えで構築した sXGP ネット

ワーク上で，医療機関固有の情報シス

テムとの連携に必要なデータ通信や

IoT 利用，さらには遠隔医療，在宅医

療などへの拡張が可能である 

４． 医療機器との影響概要 

本調査では，sXGP 規格に対応したスマ

ホで専用アプリケーションを用い，常時，

100 mw の電波を放射させ，医療機器の各

面に可能な限り近距離で，最低 30 秒以上

電波を放射し続け影響を調査した。調査

中はスペクトラムアナライザを用い，上

記状態を確認した。結果として，対象と

した 37 機種の医療機器のうち 4 機種

（10.8％）で影響が確認された。 

医用電気機器の電波による影響状況の

カテゴリ分類[1]を表 1 に，確認された

影響状況を表 2に示す。 

本調査では，表 2 に示した通りカテゴ

リ 2 と 4 に該当する影響が確認された。

具体的には、カテゴリ 2 はスピーカから

の異音が出る影響であり，電波発射源を

遠ざけることで異音が消失し，カテゴリ

4 は，動作は停止するがアラームの発生

により停止を認知可能であり，電波発射

源を遠ざけ輸液開始ボタンを押すことで

正常状態に復帰可能であった。 

また，影響が発生した医療機器 2 機種

における影響発生距離の最大値は 7 cm

（注射筒輸液ポンプ 1）であったが，医

療機器と通信端末がこのような近距離と

なる状況は想定されないと考える。 

本調査結果に基づき，sXGP 端末を利用

する際には，「医療機関における携帯電

話等の使用に関する指針」[2]の PHS の使

用に関するルールを適用することで医療

機器へ与える影響のリスクを軽減させる

ことが可能で，医療機関内で使用される

PHS 端末の代わりとなり得ると考えられ

る。 
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５． 普及にむけて 

本稿では，医療機関への sXGP 導入のメ

リットについて述べた。弊社としては，

sXGP の普及促進を通じて，医療の質向上

はもちろん，医療現場における働き方改

革にも寄与したいと考えている。ご不明

点等あればご遠慮なくお問い合わせいた

だきたい 

■問い合わせ先 

ビー・ビー・バックボーン（株）sXGP

普及推進事務局 

sXGP_secretariat@g.bbbackbone.co.jp 
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表 1．医療機器への電波の影響のカテゴリ分類[1] 

カテ

ゴリ 
医療機器の不具合の状態 

10 

医用機器の障害が不可逆的（電波発射源を遠ざけても、医療機器になんらかの操作や技術的

手段を施さなければ、正常に動作しない状態）で、修理が必要となり機器を交換しないと破局

的状態となる障害。 

9 医用機器の障害が不可逆的で、機器を操作しないと破局的状態となる障害。 

8 

医用機器の障害が可逆的（電波発射源を遠ざけることで、医療機器が正常に動作する状態）

で、破局的状態に陥る可能性がある障害。または医用機器の障害が不可逆的で、修理が必要

となり機器を交換しないと致命的状態となる障害。 

7 医用機器の障害が不可逆的で、機器を操作しないと致命的状態となる障害。 

6 
医用機器の障害が可逆的で、致命的状態に陥る可能性がある障害。または医用機器の障害

が不可逆的で、修理が必要となり機器を交換しないと病態悪化状態となる障害。 

5 
医用機器の障害が不可逆的で、機器を操作しないと病態悪化状態となる障害、または修理が

必要となり機器を交換しないと誤診療状態となる障害。 

4 

医用機器の障害が可逆的で、病態悪化状態となる障害。または医用機器の障害が不可逆的

で、機器を操作しないと誤診療状態となる障害、もしくは修理が必要となり機器を交換しないと

診療擾乱状態となる障害。 

3 
医用機器の障害が可逆的で、誤診療状態となる障害。または医用機器の障害が不可逆的で、

診療擾乱状態となる障害。 

2 医用機器の障害が可逆的で、診療擾乱状態となる障害。 

1 携帯電話機等が何らの障害も医用機器に与えない状態。 
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表 2. sXGP 端末からの電波が医療機器に及ぼす影響の一覧 

 

医療機器 電源 

影響発生状況 

影響からの復帰方法 

影響に対する評価 

可逆 

・ 

不可逆 

影響発生距

離の最大値 

（cm） 
【端末出力 100mW】 

カ

テ

ゴ

リ

汎用輸液 

ポンプ１ 

商用電源

及び 

内部電池

【影響発生状況】閉塞アラームの発生 

【解除方法】：消音/休止ボタン、輸液開

始ボタンの順でボタンを押して輸液を再

開 

不可逆 

【商用電源】 

2cm 

【内部電源】 

2cm 

4【影響に対する評価】 

動作は停止するがアラームの発生により

停止していることを認知することが可能

であり、電波発射源を遠ざけ輸液開始ボ

タンを押すことで正常状態に復帰可能 

注射筒輸液 

ポンプ 1 

商用電源

及び 

内部電池

【影響発生状況】閉塞アラームの発生 

【解除方法】：消音ボタン、輸液開始ボタ

ンの順でボタンを押して輸液を再開 

不可逆 

【商用電源】 

5cm 

【内部電源】 

7cm 

 

4

【影響に対する評価】 

動作は停止するがアラームの発生により

停止していることを認知することが可能

であり、電波発射源を遠ざけ輸液開始ボ

タンを押すことで正常状態に復帰可能 

血液浄化 

装置 2 
商用電源

【影響発生状況】スピーカからの異音 

【解除方法】：sXGP 端末を医療機器から

離すことで異音が消失 
可逆 

【商用電源】 

20cm 
2

【影響に対する評価】 

電波発射源を遠ざけると無くなる可逆的

なもので許容可能な影響 

閉鎖循環式 

定置型  

保育器 4 

商用電源

【影響発生状況】スピーカからの異音 

【解除方法】：sXGP 端末を医療機器から

離すことで異音が消失 
可逆 

【商用電源】 

3cm 
2

【影響に対する評価】 

電波発射源を遠ざけると無くなる可逆的

なもので許容可能な影響 


